
卒業する３年生に感謝！ ３年生を送る会卒業する３年生に感謝！ ３年生を送る会
２月２７日（火）に３年生を送る会を開催しました。１年生は、１年全生徒による呼びかけとステージいっぱ

いに広がる色画用紙を利用したパネルアートや電灯を使ったライトアートを披露しました。２年生は、生徒
による劇と２年全生徒によるダンスと呼びかけ、合唱「虹」でした。このほか、３年生と特に関わりがあっ
た転任した先生によるビデオレター、３年生があずま中で過ごした３年間のスライドショー、先生たちの合
唱「未来へ」などがあり、最後は３年生から、体育の授業で学んだダンスと全員合唱「言葉にすれば」があ
り幕を閉じました。３年生は、１・２年生や職員から門出を応援され勇気づけられたり、あずま中で過ごし
た３年間を振り返って懐かしんだり笑ったり悲しくなったり、様々な思いを感じてくれたようです。

２年親子進路学習会

１年授業参観

あずま中学校の体育着は、本人確認やなくしたときに備えて上下とも本人の苗字の刺繍をすることになっ
ています。上着は左胸に、ズボンは左のポケット辺りに学年を問わず黄色で刺繍されています。ただ、あず
ま中の体育着を譲り受けた場合などで、本人の苗字でない刺繍の体育着を着ていることがあるようです。こ
の場合は、申し訳ないのですがつけかえるようお願いします。あずま中の体育着を売っている店に依頼する
と数百円で行ってくれます。上の趣旨をご理解の上ご協力をお願いします。

伊勢崎市立あずま中学校

学校通信 NO.148

平成30年3月6日(火 )
とうほうせいりゅう（Ｇｒｅｅｎ Ｄｒａｇｏｎ）

２月２日（金）に１・２年の授業参観を
実施しました。２年は体育館で親子進
路学習会を行いました。学習と生活に
ついての話のあと、代表生徒による上
級学校調べのプレゼンテーションを参
観していただき、続いて進路担当の先
生から、進路決定までの流れや留意点、
３年生の学習などの説明がありました。

１年は、各クラスで
教科の授業を参観して
いただいたあと、ふれ
あいホールで学習や進
路、生活について説明
する学年懇談会を行い
ました。

上級学校調べの発表 進路についての説明

数学で見取り図をかく生徒 理科の実験の様子 グループ学習の様子

１年生のパネルアート発表 ２年生のダンスと学年合唱 ３年生のお礼の学年合唱



職員玄関の桜の木のオブジェの紹介職員玄関の桜の木のオブジェの紹介
あずま中には職員玄関を入ってすぐ左に大きな木のオブジェが展示してあります（下の写真）。また、西

玄関にもこれよりも小さいものもあります。このオブジェについて、立志式で２年生には紹介しましたが、
ここでは全校の皆さんにも紹介したいと思います。

この文章から、先生のあずま中学校やそこに通う生徒たちへの願いが伝わってきます。郷土、母校を愛す
るということはこういうことなのだと感じます。

表彰の記録 ３年生にとって中学最後の表彰(3/12月)です！

伊勢崎市体育協会ジュニアスポーツ奨励賞 柔道競技 木村亮太
陸上競技 赤石健，女屋恵太，正田岳，今井涼介

伊勢崎みやま教育賞 赤城賞 科学部ＹＤＫ（三川貴大，豊岡拓実，黒澤天翔）
榛名賞 木村亮太

陸上部リレーチーム（赤石健，女屋恵太，正田岳，今井涼介）
伊勢崎市人権啓発標語・ポスター表彰 ポスター 前原倖，岩瀬海夕

標 語 青山夢空，阿部優奈

なお、以下の表彰は時間の都合上3/26（月）の修了式の中で行います。

第5回ルーセントカップソフトテ 男子団体Ｂ 準 優 勝 Ｂチーム
ニス群馬県大会 千島黎央,笠原葵,田中拓哉,根岸快幸,

加藤尋斗,齋藤亮太
第13回伊勢崎市読書感想画コンクール 入 選 後藤実羽，市川ありさ，須田琉月,石井麻衣,

田澤知佳
群馬県バレーボール 女 子 準 優 勝 髙尾希和，荻原里沙，伊東紗良，大友涼伽，福地結奈，

協会長杯中学生大会 荒井菜々珠，重田紗希、井上桜、五十嵐桃、神山楓果、

戸塚梓生、荒井柚夏、ヨシイ海未

制作者 都丸洋一様のメッセージ（一部抜粋）
この作品には、私の強い思いがあります。それは、この作品の素材に関係していま

す。一本のとても太い桜の木を彫りました。実は、この桜の木はこの学校の校庭の木な
のです。現在の校舎ができる時、校庭を整備するために切られたものです。
私が東中に勤め始めたころは、まだ木造校舎でした。正門は校庭の南西の位置に

あり、この桜の木は、正門の東側で生い茂っていました。この木は、ずっと昔から校門

で、東中学校に通う生徒を見守ってきました。私は、切り倒されたこの木を見て、このま

まにはしておけない気持ちになりました。私よりずっと長い年月を生きてきた木であり、尊

敬の気持ちもわいてきました。年月を得て太くごつごつになった木肌には風格があり、

木の精霊を感じるようでした。そこで、この木で作品をつくり、新たな存在感を出そうと考

えました。

いざこの木に向かってみると、「いい加減な気持ちでは彫れないぞ」と身の引き締ま

る思いでした。それで、できるだけこの木が生きるように彫ろうと考えました。形を複雑に

すると、作者の勝手な思いばかりが強くなるので、謙虚な気持ちで単純な形の中に自

然さが感じられるように、また、この木の堂々とした雰囲気が現れてくるようにと彫りまし

た。自然の中の形は、プラスとマイナスの関係を保ち、バランスのとれた中に心地よさ

が漂っているので、曲線や曲面のバランス関係を考えながら形を追求してつくりました。

こうして半年ぐらいかかって完成させ、題名は最初にこの木から受けた印象を大事にして『木精の風貌』とし、２００６年第91回

二科展に出品し、作品は東京都立美術館に展示されました。

このように強い思いをもって取り組んだ作品ですが、自ら制作した作品というのは、完成すると作者から離れていくものです。こ

の桜の木の作品は、あずま中学校に展示していただくのが一番ふさわしいのではないか、と考えるようになりました。

この作品の素材は、この学校の長い歴史を見守ってきた尊い木ですし、この木も、永遠にこの学校で、この学校の生徒たちを

見守っていきたいと思っているに違いありません。

そこで、この作品を贈るにあたり、ずっと昔からこの学校の生徒を見守ってきた木にふさわしいものにと、題名を『あずまの精神』

と改めました。また、私の思い出の中には、「東中の生徒は、自己表現に一生懸命取り組むパワーのある生徒たちである」とい

う思い出が残っているので、ずっとそんな生徒であり続けてほしい、という私の願いも込めました。

みなさんが、この作品に親しんでくれることを心より願っています。

作品名「あずまの精神」
＜約２ｍのオブジェ＞


